ライブラリシステム研究会　特別セミナー

TRC レコードを北アメリカで加工する為の編集要件に対する回答

３．１ クラスター形成への影響

ＮＣＲ 新版予備版（ＮＣＲ１９８７年版の別法）の「初版の表示は記載しない」

から、記録しない形で統一されているので、機械的に初版を設定する方法が考えられる。

図書は、「初版」，「第１版」，「第１刷」，版も刷りも表示なし等、表示はさまざまだが
現状は出版者がその意味を厳密に使い分けてはいない。（対応予定無し）

３．２ 基礎書誌単位

  多巻セット毎に１書誌・物理単位はその書誌レコードに付け足すという取り扱いは魅力的ではあるが、公共図書館への提供を考えると現実的ではありません。

  セットものを追う事は、 新刊分だけの提供ならば、全集典拠ファイルを使えばある程度
可能ですが、その取り込みが必要となります。（次期提供マークで予定）

３．３ 主記入

（１）会議・会合名についてはＴＲＣ ＭＡＲＣでは採用していません。一般書籍が
主なため、必要性が乏しいからです。（対応予定無し）但し、著者としての会議・
会合は団体として採用しています。

（２）変換上の問題もあり、今後ＲＬＧとの対応の中で修正していきたい。

（３）現在のＴＲＣ ＭＡＲＣでは著作者と寄与者のＴＡＧによる区別はおこなって
いません。次期提供マークである程度の対応は可能ですが、そのためには
特別な対応が必要になります。（検討中）

３．４ 漢字の字体

    異体字・旧字については採用方向で次期提供マークで検討中です。

出版地 東京がＴｏｋｙｏとローマ字変換されているのは、大都市に限り漢字から
ローマ字へ直接変換しています。（ＴＲＣ ＭＡＲＣには該当するフィールドは

ありません）

３．５ 分かち書き

      日本語の分かち書きには困難が伴う。分かち書きの統一化を図るよりも、検索方法

の工夫での対応が可能なのではないでしょうか。

分かち書きの基準ベース ： 『目録編成規則』 日本図書館研究会 1961年刊行　

３．６ 大文字化

      ローマ字データは、現状ではカナ読みからの機械的変換なので、大文字化するため

には、新たなタグの設定が必要になり、累積データへの影響も大きく変更は難しい。

３．７ ローマ字データの欠如

      出版者のローマ字表記は、団体名典拠ファイルの分かちを使用すれば、ある程度は

可能ですが、現実的ではありません。

      著述の区分・注記等すべての項目にローマ字化が必要とのことですが、すべてに

対応するのは作業上困難です。

３．８ 物理的詳細に関する記述

現在省略している前付については、次期提供ＭＡＲＣで検討中。

３．９ 名前／シリーズ標目

      ＴＲＣの典拠ファイルをなんらかの形で、ＬＣ／ＮＡＣＯの中に取り込む方法を

えるほうが、効果的なのではないでしょうか。

３．１０ 件名標目

      件名の語彙の形が異なる点は、３．９と同じく、ＴＲＣの典拠ファイルをなんら

形でＬＣ／ＮＡＣＯの中に取り込む方向で検討できないでしょうか。

      特定性を高める必要があるという点は全く同感です。現在その方向で考えています。

３．１１ 分類番号

      ＴＲＣで、ＬＣもしくはＤＤＣ分類を付与することは現実的ではありません。

３．１２ 固定長記号

      次期提供マークからであれば、ある程度の対応は可能。（部分的に対応を検討中）    

